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なお翻訳するにあたっては，今回も沙鄭軍君(本学大学院前期課程二年
在学中，蘇州大学歴史系助理研究員)が素訳を試み，訳者が推敵し論考を
構成した後に討論を行う方法をとった。 この場を借りて御協力戴いた沙君
に感謝申し上げたい。
正塩銭・通貨銭以外の種々の買紗銭
商人が塩紗を算買する時には， 上述の種々のものを除いてその外に， な
おその他色々な銭があり， この種の銭の名色も数目も，時代に随って異な
っていた。便宜上と， そしてはっきりとさせるためとの理由で，分別して
これを述べる。
工墨銭: 『宋会要』食貨25宣和3年(1l21)閏5月20日都省の言によれ
ば，
「奉御筆…権貨務状，東北塩自東通展地分，後来客販増広，井東南塩見今葬
請浩翰，所用印紗紙札工墨朱紅之類，際費万数，不比目前，欲乞今後葬請東
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南東北塩紗，毎貫量収印妙工墨銭，仰合依東南塩則例収納，所貴事法一同，
従之。」
とある。
これを見れば，当時の紗紙・朱墨の費用が非常に多いとの理由で，ここ
において別に工墨等銭を収めさせ，それでもって費用を補っていることが
分かる。ただ，収めたところの工墨銭がいくらか，これについては未だ明
言されていないが，宜和7年(1125)6月22日の応奉司の奏によれば，
「本司措置葬塩銭上，毎貫量収工墨銭等ー十文」。
とある。
南渡以後も工墨銭は増加している。『宋会要』食貨34禁場紹興11年12月
4日の条によれば，当時馨引の工墨銭を収めるのは，茶塩紗引の例に依っ
ており，毎引工墨銭20文を納めさせている。この工墨銭は，南宋に至って
増加しているが，ただ増加した数は甚だ少ないようである。
雇人銭:雇人銭はまた顧人銭と書き， 1"雇」と「顧」とは共通して使わ
れている。顧とL、う文字の意味を考えると，所謂麗人銭は，まさに労働者
の労働力の費用を指すべきものである。北宋の宣和年間にあって，すでに
この称はあった。ただ数百の多寡が記載されたところは無い。これを南宋
時代の場合として考証してみると，値は甚しく安く，毎貫わずか1文を納
入するのみで，大きな増減は無い。
塩袋銭:准新塩が未だ袋制を実施していない時には，この穫の消耗費は
無かった。ただ袋制が実施された後は，納入は既に広く，塩袋の需要も甚
しく多かった。この種の塩袋の経費は，当然商人から取って償っていた。
従って，これから塩袋銭の称があった。
宋代で，末塩を袋に入れて貯積する方法は，仁宗の皇祐中に陳州、|録事参
(43) 見『宋会要」職宮4宣和7年6月22日応奉弓奏。
似) 見『宋会要』食貨34毒事場紹興11年12月4日条言馨引依茶塩紗引例毎貫納雇人銭
一文。又食貨27乾道元年9月15日条，言客人算請文引亦毎納雇人銭一文，大抵無
若何増減。
264 第17巻第1号(経済学-経営学編)
軍王イ白稔によって創められたもので，まず河北の浜・治の二州、|の産塩地区
で実施された。すなわち「嚢母過三石三斗，斗為塩六斤」ということであ
る。察京はその法を沿用して，これを東南の産塩地区で実施した。これか
ら袋制があった。袋は布で製造されていて，商人は紗を買う時に布袋銭を
納入しなければならなく，その数がどのくらL、かは考証できない。商人が
塩を売り終わった後で，布袋をもって官に帰れば，官は半額を戻す。その
余りである半額の売塩布袋銭は，本処に合留して使う外に，一部を取り出
(46) むしろ
して応奉司の御前の支用に充てる。南宋の袋は蒋をもって製造し，毎袋用
うるところの庸索工食等銭を合わせると，そのコストは200文以上である。
商人が算紗する時には，塩袋銭はどのくらいを合納するのか，これもまた
考証できないが，大体時によって異なっている。孝宗の乾道7年の規定で
は，両漸の塩袋の代金は， 500文を出して塩倉に赴いて納入するのを除い
て，その余りは算紗する時に紗紙とともに権貨務で納入することとしは)
この種の塩袋は，次のように規定されている。即ち，塩袋は売塩の完了し
た時に所在の州県に送ってから焼棄し，簿を置いて収納を限定して，数目
を記して上司に送呈する。)塩袋銭は，即ち総制銭に帰入させる了
頭子市例とその他の銭:以上述べたものを除いて，まだ種々の名色があ
(45) 克『宋史Jl181食貨志塩上。
(46) 見『宋会要』食貨25宣和4年3月6日応奉司奏。
(47) 1宋会要』食貨27乾道7年3月1日条。
(州 『宋会要』食貨32茶塩雑録紹興元年12月19日提挙江南東路茶塩公事陳鋳言・・「契
勤客人般販茶塩往所在州県住売，依法売詑塩袋限五日篭蔀限十日徽納入官，州城
委自都監県鎮委自尉司置簿拘収，税務逐時擦客人住売茶塩，当日具合拘収篭袋数
目関(一作開)送，其県民多是不在本県，及至客鋪送納，往往都無交納去処，留
滞在外，引惹姦弊，今相度除州城並僑郭県依旧令都監管(一作官)当，所有外県
鎮，県委知県，鎮委鎮宮置拘収，萱視焼致，余依見行条法，従之」。
(州南宋陳倖良『止策先生文集Jl19赴桂陽軍擬奏事衝子第二云…「至於紹興則又始
以税契七分，得産勘合，添酒五文，茶引塩袋，者戸長，壮丁，弓手雇銭之類凡二
十余色，合為総制，至今為額」。又同書巻20吏部員外郎初対街子第二所言亦略与
此向。又呉自牧『夢梁録』巻9将塩袋増額銭列上封椿上庫案名。
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る。『宋会要』食貨25宣和5年 (1123) 4月8日の詔によれば，
「去歳措置新価文紗，務斉亭戸以使商質，条画約束，悉巴備重量，自冬及春，
権貨務東南塩銭入納未広，体訪詞究，有随事合行補葺事件，理当措置，以広
客販，可依下項疾速施行…
一，自今降指揮到日，客人入納葬請東南塩紗，可将権貨務合納頭子市例椿管，
工墨麗人銭，井塩倉別給吏禄等銭，袋患、油機封頭銭，並特与減免。仰権貨務
於紗上分明用印号撃説，所有合収椿管工墨雇人銭令本務却於正塩銭内，接合
収数挽還，其塩倉合支使銭，令塩事司応管本司銭通融(一作用)応副，庶省
客人盤費(下略)J
とある。
この詔を見て分かることは，当時正塩銭の外に，商人が買紗する時には，
まだ種々の銭を納入しなければならなく，その数がし、くらかは詳考できな
い。その中でも最も常見するものは頭子銭であり，ここにまずこれについ
て説明したい。
李心伝の『建炎以来朝野雑記J15経昔話銭の条によれば，頭子銭は宣和の
末に陳亨伯が創めたということである。その当時は方1騒が平定されたばか
りで，用度の必要は非常に多かった。徽宗は亨伯が発運使と経制使とを兼
ねることを命じ，ここに亨伯は比較酒務及び頭子銭を創めたわけで、ある。
また李心伝の言に，
「頭子銭者，唐徳宗除陪銭之法也。五代国初，亦取之以供州用，其数甚鮮。
康定元年，始令具数申省，不得檀支。政和四年，又令給納係省銭物，毎貫収
五文。及亨伯為経制，遂令凡公家出納，毎千収二十三文止供十三州及漕計支
用。……紹興十七年二月又増頭子銭十三文充経制。」
とある。
これによって，頭子銭は官が出納する時に差しヲ I~ 、た，加納の銭の名で
あることが分かる。
宋代の公私の出納銭を考証すれば， I省陪Jの称がある。宋の欧陽修の
『帰田録』巻2によれば， I用銭之法，自五代以来，以七十七為百，謂之
「省陪JJとある。宋の高晦聖の『席珍放談』巻2の『宋史J180食貨志銭
幣はともに，栢銭の法は，遠い唐の時代から始まったと言っている。 77文
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をもって100文と為すことは，則ち五代の後漢から始まった。太平興国2
年 (977)に後漢の制に倣って77文を100と定め，公私の出納はみなこれに
よって処理れれた。)しかしながら，宋の孟元老の『東京夢華録』巻3都市
銭陪の条によれば，行市で使用された陪銭の数も，また売買によって異な
っている。いわゆる頭子銭は，即ち官中の収支77文の省聞に依って増減さ
れた銭である。その数は時代によって違いがあって，ここに頭子銭の出納
数目及びその増加された年代を次頁の表1に列する。
一般の所謂頭子銭の，その出納の通則は上表の通りである。ただ商人が
塩紗を算請する時に，この通則によって納入するかどうかについては，か
なりよく探究するだけの価値があって，すべてこの例の通りにすることで
はないらし¥，、。『宋会要』食貨34葬場の所載によれば，紹興11年12月4日
の条の鋳銭司韓球の奏に，商人が馨貨を算請するためにやって来るから，
茶塩紗引の例の通りにやればよいと言っているのがある。毎貫頭子市例銭
20文を納入する。既に茶塩紗引の例に依っていたから，塩紗の納入された
数もまたこれと同じであることが分かった。
(叫按欧陽修『帰田録』所言不甚詳，高峰受『席珍放談』巻2云， r唐京師銭陪八
十五，白河而南八十五，燕・代皆以八十為陪，漢玉章建言官司出銭，隠滅其三，
今期凡官司出入，悉用七十七陪，謂之省陪者是巳。独封贈銭輸官符陪猶用八十，
乃唐余制也」。又『宋史Jl180食貨宏、銭幣亦云「自唐天祐中兵乱費乏，以八十五為
陪，後唐天成中減五銭，漢乾祐初復減三銭，宋初輸官者亦用八十或八十五為百，
然諸州私用，各随其俗，歪有以四十八銭為百者。」諸書所言，各有詳略，可以互
相補充。惟『宋史』謂自天祐中兵乱費乏以八十五為百，則与李心伝『朝野雑記J]l5
経制銭条異，天祐為唐昭宗年号，非唐徳、宗年号。
又按宋洪遜『容粛三筆Jl4省銭百陪条亦云…「皇朝因漢制，其輸官者亦用八十
或八十有五，然、諸チ1'私用，猶有随俗，至於四十八銭」所言与『宋史』向。
(51) 洪遜『容賢三筆Jl4省銭百悶条又云…「太平興国二年始詔民間縄銭，定以七十
七為百，自是以来，天下承用，公私出納皆然，故名省陪銭。JW宋史Jl180食貨志
銭幣亦謂太平興国2年， r詔所在用七十七銭為百」。
(52) 孟元老『東京夢華録』巻3都市銭陪条「都市銭陪，官用七十七，街市通用七十
五，魚、肉葉七十二陪，金銀七十四，珍珠・雇縛泥-買轟蟻六十八，文字五十六陪，
行市各有長短使用，J是則使用問銭，随所用各有不向。
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表 1
年 代
毎千銭 毎千銭
用 途 備 考
出納増加数 出納実数
宣和間 23文 23文 止供十三州及i習計支用 按宋会要食貨25宣和4年3月6日条
(見朝野雑記15経制 「応奉司奏，諸路新法塩合納頭子等銭
銭) 己携充応奉司御前支用」云云，根拠此
条，知頭子銭非創於宣和末，在宣和4
年前日有之，並知塩紗頭子銭授充応奉
司御前支用，与朝野雑記有出入。
紹興5年4月己未 7文 30文 15文充経制案名， 7文 紹興初命孟富文提領措置財用，富文請
充総制m名， 6文提転 以総制司為名，首増頭子銭，其分携支
両司2文公支使用。 用如上(見向上)。
(見朝野雑記甲集15総 t宣案..陳侍良止1If先生文集19赴桂揚軍
制銭) 擬奉事笥子第2，謂総制銭有二十余色，
此応為其中之ー，iiJ参関註 (35)。
紹興17年2月 13文 43文 所増13文充経制銭
(見朝野雑記甲集15経
制銭)
乾道元年10月 13文 56文 所増13文充総制銭 同左書経制銭条「凡公家出納毎千経総
(見朝野雑記甲集15総 二制，共五十六銭視宣和時過倍。j
制銭) 按洪遁容賢三筆4省銭百陥条「数十年
来，有所謂頭子銭，毎貫五十六，除中
都及軍兵俸料外，自余1-11県，官民所当
得，其出者毎百銭，縫得七十一銭四分，
其入者，毎百銭為八十二銭四分(四応
為六之誤)，J
又『宋会要』食貨27乾道元年9月15Bの条の言には，商人が文引を算請
する時には，毎貫頭子市例銭23文，紗田頭子銭10文を収めるとある。
所謂頭子市例銭は，或いは省称されて頭子銭となっている。紗回頭子銭
に至っては，わずかにこの条において見つけられるだけで，他書では未だ
見つけられないのは， I回」の字が「面」の字に誤書されたのではないの
かと疑う。「紗面」とした方が比較的理に適っているようである。しかも
「紗面」とL、う二字は， w宋会要』の中にあって常見される言葉である。
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例えば食貨27乾道6年正月22日の条の「収到積塩紗面銭J，2月15日の条
の「納紗面銭七貫」の中では，ともに「紗面」と称されている。「紗回」
が「紗面」の誤りであるということは，極めて可能性がある。ただ言われ
た頭子銭の数は，上表の時間と突き合わせると，みなは符号しない。しか
もその数は，上表と比較すると少ない。違法して頭子銭のピンをはねるこ
とを考証すれば，例えば紹興26年 5月13日左朝散郎殿中侍御史周方崇の奏
にあるように，准街路の塩だけが違法して頭子銭を多くピンをはねること
(53) 
があるとしても，みなが減少することはなし、。大抵塩紗銭の出納は，その
頭子市例銭の数と一般のものとは違っている。
この数種は最も常見するもので，その他の数種はたまたま一時の性質を
付加するもので，ここでは省略して論じていなし、。その他商人の請塩の如
きは，あらゆる官中の和雇船戸と合支水脚銭もまた商人が自分で用意をす
るもので，地里の遠近によって違う。商人の送納は毎袋いくらかも規定が
あるが，ただ倉場に送って収納し，買紗算請する時に出すことではないの
でこれも省略する。
丙福建塩紗価
福建の塩は，もともと官般官売である。宋の韓元吉の上周侍御笥子の言
によれば，宋の仁宗の景祐元年に紗塩銭10万掃があり，神宗の元豊2年に
2 
6万縄を増し，当時はそのーは商人が権貨務に銭を納入した後に輿販して1 ~"'..~ ~ --3 間
おり，残りのすはj曹司が般売して歳計に充てている。その時商人の紗価は，
即ち『宋会要』食貨23の10に載されているように， 50貫， 40貫， 30貫とい
う三等である。ただこれ以外には諸書では記載されていないので，詳考す
ることが出来ない。
加) 此援『宋会要』食貨26紹興26年5月13日条。
(54) 同前書紹興28年3月18日条，食貨27乾道元年12月18日条所附明年6月16日之文。
阿 見宋韓元吉『南澗甲乙稿』巻10上周侍御笥子，惟与李心伝『繋年要録Jl31及『皇
宋中興両朝』聖政巻7建炎4年正月壬申条所載不符，将来再詳論之。
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南渡の初めには，金人が准南を占領したので，准複を取扱う商人は入れ
なかった。両新の産塩量は少ないので，紗は滞り，現物の塩が無いので支
塩することは出来ない。建炎4年において，商人が権貨務に至って紗に換
えて間・広に赴き，支請することを許したことについては，既に前に述べ
た。当時権貨務には60斤の小紗があり，商人に津・泉・福州、|・輿化軍にこ
(56) 
れを持って行かせて請塩させるのに，商人の納銭は毎斤32文5分である。
これによって計算すると， 60斤は1，950文を過ぎることはない。建炎4年
2月4日に戸部侍郎葉傍は，商人が福建小紗塩を算請する時に，量を加え
るに80斤となし 2貫650文を納銭して算請することを請うた。当時の規
定では，小袋小紗塩はわずかに本路で通用するだけで，大袋塩は則ち江・
新・荊湖路で随意に輿阪できた。これは前文で既に言及したことである。
やがて准析の塩場がみな復興したことによって，建炎4年4月21臼に再び
(5わ
詔して紗法を罷めた。乾道8年 (1172)正月25日に至って，提挙福建路市
舶陳呪が再び紗法を実施することを建議して，権貨務より五等製Jを造るこ
とを請い， I自五千斤至五百斤分為五等，造大小紗法J，並に「以十分為率，
一分造五千斤，一分造四千斤，一分造三千斤，一分(分下応有「造」字)
千斤，三分造五百斤，三分造一百斤」とある。これはもともと六等があっ
て，大抵500斤以上は大紗となし，また五等があって， 100斤のものは小紗
となした。当時，毎斤の価格はどのくらいか，未だ記載されたものを見つ
けられない。
何) 見『宋会要J食貨25建炎4年4月21日詔後附紹興8年11月10日之文。
事7) 見『宋会要』会貨25建炎4年4月21日詔及『繋年録j]32建炎4年4月辛卯条，
『宋史j]183食貨志塩下及『文献通考j]16征権考3亦有所載，惟甚略，熊克『中
興小紀』巻8亦甚略。
仰) 此援『宋会要』食貨27乾道8年正月25日条。
燈案…『宋史j]183食貨志塩下亦有所載，惟『宋史』食貨宏、将此条之文倒在港
熊5年之下，誤作淳熊8年。考陳唄請行紗法係在乾道8年正月，而紗法之実施，
則在是年5月，有『皇宋中興両朝』聖政51，南宋劉時挙『続宋編年資治通鑑』巻
9及『宋史j]35孝宗本紀乾道8年5月条可以参護。詳見附録拙作『宋史』食貨志
塩法正誤一文。
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この種の塩銀、は，斤数を准新に較べると重く，商人が納入する数もおの
ずとまた准・漸に較べて多い。当時の印紗を考証すると，祖額1，976万
7，500斤の数のうち， 800万余斤をもって紗を作って州県の種々の支費の需
要にあて，その余りの1，100余万斤もまた室長、を作って転運司に付して出売
させた。のちに反対者が多かったので，これを数カ月間実施した後，また
官売に復した。
丁広南塩紗価
広南は，広南の東西両路を包括して言う。広南は，地が嶺外にあって商
人の交通が不便なので，塩は今まで、すーっと官売であり，南渡の初めにも尚
そうであった。建炎4年正月 8日に権戸部侍郎提挙権貨務都茶場高衛の請
によって，かりに広南海紗20万貫を印給して，商人を招L、て納入算請させ，
その銭をもって行宮の用に供給させた。その当時には，准塩は通用してお
らず，また商人が広紗を換易してから請塩するのをも許したが，やがて再
び罷められた。当時の塩紗の価格は，准・漸或いは福建と相当するかどう
か，記載されたところがない。紹興8年 (1138) 6月66の詔によれば，
「広東西紗塩，以十分為率，二分産塩州県零売人戸食塩，各不得出本州界，
余八分行紗法。」とある。 12月256の詔によれば「広東塩九分行客妙，一
(59) 見『宋会要』食貨27乾道9年正月21日 3月2日 3月14日等条，又宋劉時挙
『続宋編年資治通鑑』巻9W皇宋中興両朝』聖政52，W宋史JI34孝宗紀183食貨志
倶有所載。
(60) 参考『宋会要』食貨25建炎4年正月 8日三省秘密院奏及『繋年録JI31建炎4年
正月庚戊条。『朝野雑記』甲集14広塩条， W宋史JI183食貨志塩下及『通考JI16征
権考3亦有記載，惟甚略。
(61) 見李心伝『朝野雑記』甲集14広塩条， W宋史JI183食貨志及『通考JI16征権3亦
云「末幾復止j。
(62) 見『宋会要』食貨266月6日条。
按李心伝『繋年録J1120及『皇宋中興両朝』聖政23紹興8年6月庚申条則云， I詔
広西塩歳以二分令雷・廉-高-化州官売食塩，余人分行妙法JoW宋史JI183食貨
(次頁へつづく)
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分産塩州県出売。」とあり 9年 (1139) 7月21日にまた詔して「広東全
(63) 
行客室少」とある。南宋の広東西の塩を考証すれば，それは羅をもって計り，
(64) 
毎羅が100斤である。当時，買量生時の毎斤の価はどのくらいか，南宋の周
去非の『嶺外代答』巻6広西塩法の条の言によれば，
「紹興八年，詔二広塩通行客室o，専置提挙一員於広川1，霊領両路塩事。時楊
:A擾洞庭，准塩不通於湖・湘，故広西塩得以越界，一歳売及八万態，毎薙ー
百斤。朝廷遂為歳額，毎一縫製;銭五婚，歳得四十万婚。」
とある。
これは則ち，初めて紗法を行った時のことで，広西で紗を売るのは，
羅5掃であった。広東の塩は，これに準じて例と為せば，まさにまたお互
いの差は遠いものにすべきではない。『宋会要』食貨26紹興12年10月22日
の条の言によれば， I依紹興八年六月六目指揮，以十分為率，内八分許客
人算紗支請，通入広東西路不産塩州県貨売」とある。これによって，当時
の塩は両路に相通じており，価格はおのずと一致するわけが分かる。乾道
元年(1165) 3月12日に広東提挙塩事石敦義が言ったのは， I広州売紗庫
准給降広東路・広-恵・潮・南恩四州塩紗共五十五貫，計塩九万九千九百
(65) 
九十九籍」ということである。この数をもってこれを計れば，毎鐘の紗銭
志塩下剤云「詔広西塩歳以十分為率，二分令欽・廉-雷-化-高五州官売，余人
分行妙法」諸書所載，倶指広西，並不言広東，与『宋会要』之文不合。『会要』
之文，広東西同時並行紗法。
接李心伝在此条下注云，1日暦無此指揮，今以縮輿12年10月22日戸部状修入， w会
要』広東行妙法在12月25日」云云，是知『中興』聖政『宋史』等書，皆根擦『繋
年録』而来， w繋年録』此注謂「広東行妙法在十二月二十五日J，侯未見『宋会要』
此条而誤。
考『宋会要』食貨16紹興8年12月4日条，有前知梧州鄭高言「臣伏観朝廷比者
罷二広歳塩，許商人驚紗，公私便之J等語。是則二広行客室安，倶在12月4日以前
可知。 12月25日係指広東塩九分行客妙而言 (W会要』之文見後)，非指広東塩此時
行紗法也。
加) 倶見『宋会要』食貨26。
阿南宋周去非『嶺外代答』巻五広西塩法条有「毎緩ー百斤」之語。亦見『宋会要』
食貨27乾道6年2月15日臣僚言。
加) w宋会要』食貨270
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もまた5貫有奇となる。乾道4年 (1168)に広西の客室舎は罷められ 6年
(1170)にまた回復されている。『宋会要』食貨27乾道6年2月12日の臣
僚の言によれば，
「乞将広南西路奉行紗法，許東西両路通販，依見行銭紗法指揮，其東西路
所収通貨銭若作一貫五百文，務恐塩価太高，兼准・湖塩毎袋三百斤，計増添
者三貫省。今欲毎緩一百斤増収通貨銭一貫文省，与准・新塩貨一体，一歳均
増収銭四十万貫，可以充漕計支用，条具下項…
一 照得二広塩毎緩ー百斤，納紗面銭七貫，内情留銭二貫文赴塩倉納，正
紗銭五貫文赴算紗官司納，今来於正紗銭内令添通貨銭一貫，赴算紗官司送納，
所有其余頭子市例脚剰等銭，並各依旧，更不増添。J
とある。
この条の措置された事項を見れば，吾々は以下のことが考えられる。所
謂5貫文が則ち正紗銭と為る。その紗面銭は，実に7貫文と為っているが，
その中での2貫文は商人が塩倉へ赴いて送納し，もって塩本銭となすもの，
及び種々の支用となすものである。
その次に，吾々はまた以下のことが考えられる。当時広南の客紗もまた
通貨銭を収めているが，通貨銭については前文で既に言っている。上に挙
げた条の措置された事項に，また二つの重要なものがある。ここに再びこ
れを挙げよう。
「一，今来両路塩通行妙法，並許通販，依旧令広南提挙塩事司通行管認、，乞
下太府寺交引庫，先次印造広東西紗引各五十万貫，初令紗引上添入通貨銭一
貫文。
一，所有乾道五年四月十八日毎緩増納通貨銭両貫文指揮更不施行。」
とある。
この両項によって，通貨銭は乾道5年時には，毎羅2貫文を増収されて
いたことが分かる。しかも通貨銭の数が紗の表に印入されて徴収され，臨
時的な添写ではないことも考えられる。
この外， I所有其余頭子市例脚剰等銭，並各依旧」の語を見れば，別ち
広塩もまた頭子銭を収めている。所謂脚剰銭は，或いは雇人銭に相当する
かも知れないが，詳考することは出来ない。工墨等銭に至っては，ここに
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あるものには記載されていないので，あるかどうか敢て武断していない。
仮にそ事を同ーのものと考えれば，まさに徴収することがあるべきである。
通貨銭は，もともと 1貫文を増収することを規定して，これをもって漕
計銭としていた。ただし乾道7年 (1171)6月22日に至って規定が復され，
広東塩を広西に入って貨売することが出来るようになり，更に通貨銭700
文を増収して，あわせて 1貫700文となった。
乾道9年 (1173)12月には，広西塩は再び官般官売が行われ，淳照9年
(1182)には，また更に二広の官売塩法を改めて，再び客室歩が行われた。
翌年に至って客妙法が実施され，胡庭直が措置したところの事項は，塩謹
を二等に分けて， I一等作一百斤，一等作二十五斤令客人従便算請」とし
ている。当時の小濯の価格はどのくらいか，未だ言及されたことがない。
淳照13年(1186)に広東西路提挙塩事が一司に併合されたので，東塩の
西路に入るものは，毎擢に男収された通貨銭，及び商人で西路紗の改掲を
請うもの，東塩の西路界に入って販易を請うもの，これらのものによって
収められた通貨銭700文は，みな減免された。
げl)
淳照15年 (1189)10月に，広間提刑越伯遍が本路の妙法の弊を奏した。
そこで広西経略の応孟明と朱希顔に詔して，条貫を相度してから聞奏させ
ることとした。応孟明は，州県が紗を民に強制するように売るので，その
阿見『宋会要』食貨27乾道7年6月26日左右司所条具事項。
阿見『皇宋中興両朝』聖政52乾道9年12月条及『宋会要』食貨27乾道9年12月15
日詔， 1宋史Jl34孝宗紀劉時挙『続宋編年資治通鑑』巻9亦倶載有罷客紗復官般
之事。
仰) 1宋史Jl35孝宗紀淳照9年2月「庚戊遺使訪問二広塩法利害，十二月己亥，更
二広官売塩法，復行客紗，{]j出繕銭四十万以助漕計之開。十年正月乙酉，命二広
提挙塩事官互措置境事。己丑，罷広南官鷲塩法」是二広復行妙法措置於淳県、9年
而行於十年。
仰) 見『宋会要』食貨27淳照10年正月14日胡庭直再条具措置二広紗塩利害事項。
仰) 見『宋会要』食貨28淳熊13年9月2日広西経略1寄儀之，広南都提挙塩事諒惟演
三王子
口。
わ) 広西提剤j越伯i墨之奏，見『皇宋中興両朝』聖政64淳照15年10月己巴条，按『図
書集成』食貨典204引王折『続文献通考』之文亦向。
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害は官搬よりも甚しいと言った。 16年正月に，この奏によって再び官搬官
売を行った。しかし『宋会要』食貨28光宗紹照元年 (1190)1月広西提刑
呉宗互の言によれば，広西塩の官搬官売を復しても，高・雷・化・欽・廉
五州の産塩地では，やはり官搬は行われていないが，ただ，その塩の価格
と数は減じている。再び同年12月23B広東提挙劉担之の奏によって，当時
広東ではやはり客室舎が行われているが，ただ羅の数が減少しているのみで
あることを知る。ただしこの時及びこの後の塩妙の価格は如何に，内容を
記載した書物は散逸しているので，まだ詳考することが出来ない。
四 塩紗の措置・印制・交易機関
紗塩制度の下にあって，一偲の最重要な機関があり，それを明白にしな
ければならないものは，すなわち太府寺である。大府寺の下にあって，紗
引を印刷する一機関は交引庫であり，紗引を売買する一機関は権貨務であ
る。この種々の機関の職掌・組織・歴史等については探究する必要がある
から，ここに分別して説明する。
申太府寺
太府寺は，すなわち周の官に起源しており，秦・漢から惰まで，ほかの
機関との併置は常ならなかった。宋の歌乗の『起題名』の言には， I周官
三百六十，名存於今而職不異者，太府ー官耳。周制下大夫二人，上士四人，
下士八人，設属若是其衆。」とある。また宋の断東提挙鄭提の『太府寺庁
壁記』の言にも， I太府周官也，凡邦之賦用取具鷲。漢之大農，領軍国之
経費，而少府給県官之私養，分画与古不問。故太府之官開。置卿自梁後競
。2) 関於応孟明究実広中塩紗利害，見『宋会要』食貨28淳照16年正月1日， 25日等
条， w宋史Jl183食貨志塩下及422応孟明伝亦倶言及，惟甚略0
(73) W宋史Jl35孝宗紀淳照16年春正月丙辰「復二広官般官売塩法」。
(74) 按南宋不知撰人之『両朝網目備要』巻l紹照元年条亦言及此事，所滅五升|塩直
塩数則見『宋会要』食貨28紹照元年1月24日，広西提刑呉宗旦所条具事項，無大
関係，主主不詳挙。
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始也，楕・唐因之，実与版曹相為管鍵，以制邦財」)とある。太府寺の沿革
については，宋の鄭樵の『通志略』職官略，章如愚の『山堂群書考索』後
集，元の富大用の『古今事文類家』新集，馬端臨の『文献通考~，明の陳
仁錫の『潜権類書』等の書物の中に記載があるう)本篇は宋代の太府寺及び
太府寺と塩制との関係に重点を置いているので，太府寺の沿革については
詳及しないこととする。
宋毅の官制は，三省、をもって六部を総べ，六部をもって九寺六監を総べ
る。太府寺は即ち九寺の一つである。北宋の太府寺は，京師のどこにあっ
たのか，未だ記載されたものを見つけることが出来ない。南宋の太府寺は，
宋の王象之の『輿地紀勝』巻1によれば，初めは通江橋の東にあり，後に
は御厨営の前に移した。太府寺の職掌組織等については，分別して後に叙
述する。
(1) 太府寺の職掌と元豊年間の官制改革前後の中枢塩務行政
宋代の太府寺は，元豊の改制以前及び以後にあっては，その職掌に違う
ところがある。この点について吾々は，まず明白にしなければならない。
『宋会要』職官27の太府寺の言によれば，
「太府寺専掌供澗祭香幣脱巾澗 (1両朝国史志』作「神J)位席造斗秤チト尺」。
とあり，又『宋会要』で『両朝国史志』を引用して，
(7時宋歌乗太府寺『記題名』及鄭淀『続記』倶見宋潜説共『威淳臨安志』巻6，按
鄭淀『続記~ 11事文類東新集~ 321乍『太府寺庁壁記』。
(7司 可参考宋鄭樵『通志略~ 13職官略第4太府卿，章如愚『山堂群書考索』後集巻
9九卿類，太府寺太府卿条，富大用『古今事文類東』新集32太府監条，明陳仁錫
lIì替権類書~ 58人倫部太府条。
約) 1皇宋中興両朝』聖政141"臣留正等日，国朝之制，以三省統六部，以六部統九
寺五監，尊卑上下，秩然有不可素之序」。燈案…所謂三省，其名称援『宋史~ 161 
職官志為門下省・中書省-尚書省 六部為吏部・戸部-礼部・兵部・7flJ部・工部
(見『宋史~ 163職官宏、)，九寺為太常寺・宗正寺・光禄寺・衛尉寺・太僕寺-大
理寺・鴻臆寺・司農寺・太府寺 (11宋史~ 164 . 165職官志)，五監為国子監・少府
監・将作監・軍器監・都水監，原有六監，多一司天監，元豊官制j行，罷司天監，
立太史局隷秘書省(見『宋史~ 165職官志)。
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「凡財貨康蔵貿易，四万貢賦百官俸秩，今皆隷三可。本寺但掌供洞祭香幣悦
巾神{立席及造斗秤升尺而巴」。
とあり，南宋の鄭提の『太府寺庁壁記』にもまた言って，
「国初，財賠出納皐通之政，額領於三司，太府所掌，惟奉提幣頒権度。 (W威
淳臨安志』巻6載此， 1"度」作「量J)而己。」
とある。
これによって，宋初には財貨出納の事については，太府寺との関係が無
いことが分かる。宋初には五代の制に沿って，塩鉄・度支・戸部に分けて
(80) 
三司と為し， r置使以総国計，応四方貢賦之入，朝廷不預，ー帰三司」と
(81) 
あって，三司には二十四案があり，穎末塩が一案となっている。これは元
阿 南宋章如愚『山堂群書考索』後集巻9九卿類太府寺太府卿条引『続会要』之文，
即此。此外元富大用『事文類衆』新集32太府監条， w宋史J]165職官志号|此略易数
字，作「凡鹿蔵貿易，四方貢賦，百官奉給，時皆隷三司，本寺但掌供澗祭香幣脱
巾神席及校造斗升衡尺而己」。
仰) 宋孫逢吉『職官分紀J]13引『五代職官志J]， 1"後唐荘宗同光中勅塩鉄・度支・戸
部三可，凡関銭物，並委租庸使管轄，霊童梁之!日制也。長輿元年罷租庸使額，分塩
鉄・度支-戸部為三司」。
又李心伝『朝野雑記』甲集17三司戸部沿革「国朝承五季之旧，置三司使以掌天
下利権，宰相不与。王荊公為政，始取財利之柄，帰於中書，元豊官制，戸部尚書
左曹侍郎各一員，掌経賦，右曹侍郎一員，掌常平苗役・坊場・山沢之令，由是版
曹但能経画中都百官諸軍菓給而止」。
仰) 見『宋史J]162職官宏、三司使。
和1) 接『宋会要』食貨56戸部及宋孫逢吉『職官分紀J]13三司条， 1"三司凡二十四案，
日兵 刑-胃-鉄・商税・茶 (W職官分紀J]1"茶」下有「諜」字恐為下文「穎」字
之誤)，穎塩 (W職官分紀』無「穎」字)，末塩，設賞給・銭南・発運・百官・餅
米『分紀J]1"米J1乍「到」正) ・糧料・騎・夏税・秋税・東上供・西上供(燈案
・「西上供」原欽，擦『分紀』補) ・修造・竹木・麹・衣糧・倉。威平四年併夏
秋税両案為一臼戸税，併東西上供臼上供，併竹木帰修造，倉案帰衣糧。大中祥符
七年別置常平案，旧例塩鉄六案，度支十四案分搾，戸部四案。乾徳五年度支判官
侯捗言其不均，始令三部各分領八案駕(燈案…自旧例以下至此， w職官分紀』無)，
其後重定塩鉄八案，以判官三員分領，日兵・刑・胃-鉄 日商税・茶・日穎塩・
末塩設・度支八案，判官三員分領，日賞給・銭高・日発運・餅尉・百官・日糧料
常平・騎・戸部五案，判官三員分領，田両税・麹・臼上供 日修造・衣糧j。
(次頁へつづく)
『宋代紗塩制度研究Jl(4) 277 
豊の官制改革以前にあっては，財貨，給納，貿易については皆三司に帰し
ている。元豊の官制を改めるに及んで，三司を罷めて戸部に帰し，その下
級には度支・金部・倉部の三つがある。戸部には13人の官を設けている。
尚書I人 侍郎2人
郎中員外郎・左右曹各2人
度支・金部・倉部各2人
『宋史~ 163職官志金部郎中の条の下に， I員外郎参掌天下給納之泉幣，
計其歳之所輸，帰於受蕨之府，以待邦国之用，勾考平準・市舶・権易-商
税・香・茶・塩・馨之数，以周知其登耗，視歳額増規而為之賞罰，凡綱運
濡滞及負折者，計程帳催理，凡造度量権衡，則頒其法式合同，取索及奉給，
時賜審覆而供給之」とある。これは茶塩など数日の勾稽考核(審査)に関
することで，元豊の官制改革以後にあっては，金部に帰して主理されてい
(82) 
た。従前には太府寺の職掌の一部分もまた金部に帰していた。
元豊の官制改革以後に至って，太府寺の職掌は如何に， ~宋会要』職官27の
『神宗正史職官志』を引用した資料によれば，
「掌財貨給納貿易之事，凡貨賄輸京都者，至則別而受之。供君之用及待辺費，
則帰於内蔵…，供国之用及待経費，則帰於左蔵，応禄賜皆按法給暦，令以暦
従有司検察，書其名数鈎覆而後給駕。供奉之物，則承旨以進，審奏得厩，乃
聴除之。若頒畿内軍依，則前期定日遺将校部其営兵請駿月具支費之数以開。
凡商貫之賦，小買即門征之，大頁則輸於務，貨有不信，員日平其価，欝於平準，
乗時除貸以済民用。若質取於官，則給用多寡，各従其抵，歳則以香茶塩紗募
燈案・・ 『宋史Jl162職官志三司使下「塩鉄分掌七案…一日兵案・二日宵案・三
日商税案-四日都塩茶・五日茶案六日鉄案 七日設案，度支分掌八案，一日賞
給案・二日銭島案 三日糧料案・四日常平案・五日発運案・六日騎案・七日斜斗
案・八日百官案，戸部分掌五案，一日戸税案・二日上供案-三日修造案-四日麹
案・五日衣糧案」。在塩鉄所掌案下与『宋会要』及『職官分紀』異。
似) w両朝国史志JlI金部判寺事一人，以無職事朝官充，凡庫歳出納之節，金宝財
貨之用，皆帰於三司，而権衡度量之制，主於太府寺，本司無所掌，令史二人。元
豊官制行，郎中員外部，始実行本司事J。又神宗『正史職官定』金部「凡造升道
尺秤，皆以法頒其禁令，若遇事応諮決擬書者視度支，余嘗又如之。分案七，設吏
七十有二， (W哲宗職官志』同)oJ倶見『宋会要』食貨56金部所引。是則造升民尺
秤之事，由太府寺転属於金部失。
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人入豆穀於辺チ1'，即京都用物有閑，預報度支，凡課入以盈酪定殿最，行賞罰。
大杷…長裸，則卿置幣…実玉，則入棟玉南。太府!日領洞祭香幣税巾位席，造
(53) 
~if秤升尺而巳。」
とある。
これを見ると，元豊の官制改革以後にあっては，凡そ銭銀の受納，割り
振りの事については，みな太府寺に帰して掌理されている。しかも辺塞の
入中に関して，茶塩紗をもってこれを折博することについてもまた，太府
寺に帰している。太府寺卿と戸部の金部郎中は，一つには則ち行政の責任
を負い，一つには則ち審査の責任を負っていることが分かった。
吾々は，以下のことを知ることができる。すなわち元豊の改正以前にあ
っては，穎末塩の措置の一切の事宜は，三司の塩鉄一司に属していること，
塩鉄司の中でこの方面の事を直接に管理する者は，穎末塩案(都塩案)と
なっており，太府寺との関係が無いこと，元豊の官制が施行されるに及ん
で，正職掌の塩鉄司の名はなくなり，その職権は金部と太府寺に移って分
任すること，以上の事柄である。
(2) 太府寺の組織
加)按『山堂群書考索』後集巻9太府寺太府郷条， w事文類家』新集32太府監条， w潜
権類書JI59太府条，倶節引『宋会要』之文。
孫逢吉『職官分紀JI20則帰納太府寺之職掌云…「国朝太府寺掌庫磁出納・商税
.市易-平準・庖宅之事」。
『宋史JI165職官志太府寺下云「元豊官制行，始正職掌，置卿少卿各一人，丞
-主簿各二人，卿掌邦国財貨之政令，及庫歳出納商税貿易之事，少卿為之買t丞
参領之。凡四方貢賦之輸於京師者，排其名物，視其多寡，別而受之。儲於内蔵者
以待非常之用，頒於左蔵者以併経常之費，凡官吏軍兵奉禄賜予，以法式頒之，先
給暦，従有司検察，書其名数，鈎覆而後給駕。供奉之物，則承旨以進，審奏得画，
乃聴除之。若春秋授軍衣，則前期進様，定其頒日，畿内将校兵営支誇，月具其数
以開。凡商貫之賦，小責T!P門征之，大貫則輪於務。貨之不集者則平其価，議於平
準，乗時験貸，以済民用，若質取於官，給用多寡，各従其抵。歳以香茶塩童書，募
人入豆穀実辺， T!P京都闘用物，預報度支，凡課入以盈蔚定課(此「課」字応従『会
要』作『殿JI)最，行賞罰-大記・長課…，則卿置幣，主主玉則入陳玉吊，余柁供
其脱巾，分案九，置吏六十有五」。与『神宗正史職官定J之文略有出入，姑録於
此以備互相参対。
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太府寺の組織について，ここでは二つの方面に分けて説明するつもりで
ある。一つは人事方面であり，この方面では太府寺の官員の数回と品秩を
研究し，時代の1原序によってこれを列挙する。他の一つは機構の方面であ
り，太府寺に隷属する機関，職掌についてこれを列挙する。
(甲) 人事方面
『宋会要』職官27太府寺条及び『宋史J165職官志，孫逢吉の『職官分
紀J20太府条及びその他の各書によって，次頁に表2を列して以下のよう
に説明する。
太府寺の官吏を考証すると，元豊の官制改革以後にあっては，その人員
数目はただ卿と少卿とに比較的固定している。元祐3年5月16日の詔によ
れば， I太府寺置長試，余寺監長試互置」とあって，轄下の庫務を分巡し
ている。南宋の建炎3年4月13日に詔して太府寺を罷め，金部にt発隷させ
た。紹興4年5月26日に至って始めて詔して，太府卿少卿について各々特
に一員を復置させた。鄭I是の『太府寺庁壁記』の中で，所謂「凡省五年而
復」というのは，即ちこれを指すものである。
太府寺丞の数目は，則ち定制が無い。『神宗正史職官志』及び『宋史J165 
(87) 
職官志によれば，太府寺丞は共に二員いる。哲宗の元符元年7月9日に詔
ω8) 
して，一員を増置させている。徽宗の崇寧年聞に薬局を七カ所添置したの
(84) 見『宋会要』職官27太府寺元祐3年1月21日条。『考索』後集巻9九卿類引『会
要』向。又『会要』太府寺条，元祐5年5月28日「戸部言，乞太府長試毎月分巡
轄下庫務一両処，点検簿歴官物，具有無挙法改正事件申省， JlP不得予定時日，所
有点検事，却有姦弊発露者，点検官本部奏劾，詔左藤南北庫，権貨務，商税院依
此。」
(85) 見同前各書，又『宋会要』食貨56金部及『宋史~ 165職官志， w古今事文類家』
新集32W文献通考~ 52職官6倶載有此事。
仰) 復置太府郷少， W宋会要』職官27紹興4年5月26日詔「太府卿各特復置一員J，
援『宋史~ 165職官志「卿」下応有「少」字。
和7) 按『宋会要』職官27太府寺宣和3年1月21日臣僚言， i太府寺丞，頃在元豊，
止有三員J 云云，与『神宗正史職官志』及『宋史~ 165職官志作二員不合，其有
三員，係哲宗元符元年7月九日詔所加。
仰) 同前書，元符元年7月9日詔「増置太府丞一員」。
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表2
太府寺官名 朝代 人数 品秩 充任人員資格 備 考
判寺 太祖 以常参官充 此接宋会要職官27太府寺，在両朝国史
同判寺或岡管勾当官 太宗 志以前之文，恐或根擦三朝国史而来。
監官 真宗 2 以三班或内侍充
判寺事 以両制或帯職朝官充
仁宗
同判寺 以京朝官充 此擦宋会要職官27両朝国史志之文，考
府史 3 直驚書録解題巻4両朝国史120巻，両
ト一一一 朝指仁宗英宗両朝，係宋敏求蘇煩王存
駆使官 黄履等編条，呉充提挙，元豊5年玉珪，
ト一一 李清臣等所上者。此両朝国史志当即此後行 英宗 2 以三班使臣充
ト一一ー 書之志。
監斗秤務官 2 惟在両朝国史志中郷，少卿，丞7主簿
ト一一
等宮与判寺事同判寺等官並列，混合一法物都知 2 
処，実与元豊官制鴻混。接宋史165職
卿 秩従四品 官志「元最官制行，始正職掌，置卿少神宗
少卿 秩正六品 卿各一人，丞主簿各二人。」而宋会要
1 秩正八品
職官27神宗正史職官志亦与宋史問，是
丞 12 太府寺置卿在元豊改宮制以後，故為画哲宗
主簿 2 秩正八品 分如上。
で，七局を専行点検する寺丞一員をまた増置している。しかしこの増置さ
れた太府寺丞の罷置は，固定していなし、。北宋の世の終わりには，太府寺
丞は多くて三員となったが，その増された一員も常制ではなし、。建炎3年
に太府寺を罷めてから，それが管掌していた職務を金部に撹隷させたこと
は前述したが，それ以後紹興に至ってもやはり一人の丞を残して茶塩紗引
を印給することを措置させた。紹興3年に太府寺丞二員を添置して， 11年
(叫 同前書，宣和3年1月21日条臣僚言， 1"太府寺丞，頃在元豊止有三員，後至崇
寧，因太府少郷呉賠申明，称是添置出薬局凡七所，非有専一往来点検之官，恐無
以幾察情弊，置専行点検七局寺丞一員。中間朝廷嘗患、冗員，徒費康禄，遂行減罷，
継而棲昇再申呉賠之請，乃復添置如初，今局廃己久，其添置之官，欲望減罷，只
令太府丞依倣照豊差官分隷点検，認減罷依元豊法」。
制) 同前書，紹興元年5月23日詔「承奉郎章徳、守太府寺丞措置印給茶塩紗引。」按
『宋史Jl165職官志「徳」作「億」未知執是。
伊1) 同前書 3年1月1日詔「添置太府丞(疑応作「寺J)丞一員J.叉12月9日詔
「太府寺復添置丞一員」。
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に寺丞一員をまた添置し，あわせて三員と為した。孝宗の隆輿年間以後に
は更革は無かった。
太府寺丞の主簿はニ人であり，北宋の世の終わりまでなお二人であっ
た。南渡以後は，太府寺に随って罷置された。紹興10年に至ってまた主簿
を置いた。隆輿の初めに詔して「太府寺併省主簿一員」とあり，乾道2年
にまた詔して「太府寺丞簿今後並依旧制」とある。
丞主簿の下の存在に至っては，その他の吏額・脅長の数が甚だ多い。『宋
会要』職官27紹輿13年9月13Bの条によれば， r昨在京日，本寺吏額脅長
等九十人，紹興四年間復置，本寺見管四十一人為額」の語があり，その数
の多きを知ることが出来る。ただ『両朝国史志』及び陵輿元年8月3日の
太府寺状に挙げられた吏額を考証すれば，
脊長 l人
脅吏 2人
脅佐 17人(隆輿元年太府寺状，請減2人)
貼可 4人(作正員占書，書為司之誤，又請減2人)
書状司 1人(向上請減1人)
とある。この数は，大抵重要な脅吏について言ったものであり，その他の
種々の名色はまだここにはない。『宋会要』職官27太府寺紹興4年5月16
日の条の太府寺の言によれば， r本寺旧額副尉三人Jとあり，また「旧額
准備差使使臣五員J，9年10月5日の条には「本寺吏額合置私名三十人」
とある。これと似たさまざまな事柄は，まだ上列に入ってなく，詳考する
方法が無いのが惜しい。
(乙) 機構方面
似) 見間前書，紹興1年正月10日詔 3月29日詔，孝宗隆輿元年間1月27日詔，亦
見『宋史JI165職官志。
(93) 燈案…『両朝国史志』作主簿一人，与『神宗正史』職官志及『宋史JI165職官
志， w山堂群書考索』後集巻9所載倶不合，恐原文有誤。
似) w宋会要』職官27太府寺紹興10年1月詔「左宣教郎鄭畠齢除太府寺之簿，嘆復
置関J，W宋史JI165職官志亦言「十年，復置主簿」。
(95) 見同前書隆輿元年7月26日詔，及乾道2年間1月27日詔。
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表3
宮司名称 職 掌 備 考
装河上下鎌四局 掌船筏之征
交引庫 掌給印出納交引銭童書之事
左犠庫 左蔵庫受財賦之入，以待邦国之経 按宋史165職官志rl日分南北両庫，政和六年，修建新庫以
費，供官吏軍兵康緑賜予。 東西庫為名，西京南京北京各置左蔵庫ム
内蔵庫 内蔵庫掌受歳計之余積，以待邦国
非常之用。
奉震庫 掌供奉内庭，凡金玉宝良貨賄蔵
駕。
祇候庫 掌受銭吊器皿衣服，以備伝詔頒
給，及殿庭賜予。
香薬庫 蕃寅市舶香薬宝石帰之
布庫 掌受諾道輸納之布，排其名器，以
待給用。
茶庫 江湖准所建剣茶帰之，以給総林諸
司及賞費出額。
雑物庫 雑輸之物帰之
糧料院 考其名数，以給禄賜，宰以法式頒
廃禄，凡文武百官諸司諸軍俸料以
券準給。
専句司 掌審其給受之数，以法式鈎磨。 宋史165職官志作「審計司j.按宋会要職官27審計司，建炎
元年5月1日条専句司困句字犯御名同音，改作審計可。
都商税務 掌京城商旅之算。
市易上界(市易 掌鮫市之不筈，貨之滞於民用者， 宋史165職官志有「都提挙市易司，掌提点貿易貨物，其上
務) 乗時貿易以平百物之価。 下界及諸州市易務，雑買務雑買場皆隷駕」。
按宋会要食貨37市易際寧5年3月26日詔於京師置市易
務. 6年10月2日改提挙在京市易務為都提挙市易司，以
市易下界(権貨 掌飛銭給券以通辺語。 諸州市易務隷葉。
務) 又宋会要食貨55市易務照寧5年7月5日詔「以権貨務為
市易西務下界，市易務為東務上界ム
抵当所 聴民取質，以済緩急。
熱薬所 散其積滞，以薬極病。 按宋史165職官志無熱薬所而有「和剤局恵民局・・・掌修合良
薬以済民疾j按宋会要職官27恵民和剤局条，紹興6年正
月4日詔置薬局以和剤局為名，其時的有熱薬所。
庖宅務 民居官虚，裁其俄直，官屋及抵底
計直出倣及修造繕完之事皆掌之。
石炭場 因衆所利，資其不給。 按宋史165職官宏、石炭場掌受納出売石炭。
雑買務 掌和市百物，凡官禁官府所須，以 宋史165職官志雑買務止列在都提挙市易司下，不男立名。
待供納。
雑売場 掌受内外幣余之物，計直以待出
貨，或準折支用。
附記 宋史165職官志謂太府寺所隷宮司二十有五，多r5e豊庫jr都提司市易司」及「穣貨務j.其他名称更易
者己見備考。
宋史係根接不同材料，位雑並書，太府寺所隷庫務難随時代有不同，名称亦随時代有更易。但位雑湊合1
則舛誤立見，如既有市易下界，又列権貨務，両者問機関因時代而異名，有彼則無此，何得両者並71].此為
宋史之誤，関於権貨務，将男詳之。
又案両朝国史志又有「編佑局jr打套局j.上表無之，考此両局為処理蕃貨者未知始於何時姑志於此。
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鄭淀の『太府寺庁壁記』によれば， I初，元豊以在京可局，分属寺監，
而太府総局二十有四。」とある。この24官司は何を指すのか， ~宋会要』職
官27に載した『哲宗正史』職官志の文によって列表すれば，前頁表3のよ
うになる。
『両朝国史志』の挙げたところによれば，太府寺は七案があり，諸庫務
は分隷している。交引庫は，第三，第四案に属している。
上文からこれを見れば，元豊の改制以後には，太府寺は戸部の下のー財
政の主理機関であり，その管理する事務は非常に繁雑であって，隷属され
た機関もまた非常に多いことが分かる。即ち，紗引を造る交引庫と，妙引
を発売する権貨務はともにここに分隷している。この問題を解釈したし、が
為に，太府寺の職掌と組織についてわざわざ以上のような説明をしており，
それの元豊年間以前の情形及び三司の職掌もまた付け加えて見た。
(叫 『両朝国史志Jl1"太府寺……設案有七，第一第二案掌批給官員請受文暦，室室
弧遺銭米，及諸司局所請給，四糧審院隷駕。第三第四案掌支買三省枢密院六部等
処所須銭物，雑買務雑売場，編佑局打套局交引庫祇i民庫隷駕。第五第六案掌拘催
左蔵庫交納新東等処起発入臨安府門綱運銭物，逐路押綱官酬賞，左蔵東西庫隷駕。
薬安掌催促点検雑買務収買薬材所和剤局修和湯薬，応副諸局給売。和剤局雑買務
薬材所隷駕。又有監交案，掌随逐丞簿赴左蔵庫監交着験綱運銭物」。
燈案…此文所挙多就照豊以後之事而言，如左磁東西庫係徽宗政和6年以後始有
此称，与陳振孫『直粛書録解題』巻4所言『両朝国史』指仁宗英宗両朝而言者不
符，不知抄録『宋会要』者是否有誤，姑志疑駕，詳考{J!J侯諸他日。
